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「
貞
永
式
目
」と
も
呼
ば
れ
る
、こ
の
武

家
に
よ
る
武
家
の
た
め
の
最
初
の
法
典

は
51
の
条
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
具
体
的
で
、訴
訟
手
続
き

や
裁
判
秩
序
を
守
る
た
め
の
規
範
を
含

む
も
の
で
し
た
。51
と
い
う
数
字
は
、律

令
法
の
原
点
と
さ
れ
る
十
七
条
憲
法
に

ち
な
む（
17
×
天･

地･

人
の
３
＝
51
）と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
目
の
条
文
か
ら
は
、現
在
の
我
々
と

は
異
な
る
、鎌
倉
時
代
な
ら
で
は
の
法
慣

習
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば「
悔
還（
悔
い
返
し
）」と
い
っ

て
、親
が
一
旦
は
子
に
譲
与
し
た
相
続
を

取
り
消
し
て
領
地
な
ど
の
財
産
を
取
り

戻
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。式

目
の
第
18
、20
、26
条
は
悔
還
に
関
連
し

た
条
文
で
す
。

　

ま
た「〈
後
判
〉は〈
前
判
〉を
破
る
」と

い
っ
て
、同
じ
対
象
に
つ
い
て
の
文
書
が

２
度
作
成
さ
れ
た
と
き
は
、時
間
的
に
後

に
作
成
さ
れ
た
文
書
が
有
効
と
さ
れ
て

い
ま
し
た（
式
目
第
26
条
）。

　

県
立
図
書
館
と
の
共
同
展
示
の
第
５

回
目
と
な
る
今
回
は「
鎌
倉
再
発
見
」と

題
し
、武
家
の
法
典「
御
成
敗
式
目
」に
見

ら
れ
る
法
慣
習
を
、鎌
倉
時
代
の
相
続
や

家
業
の
継
承
の
あ
り
方
の
中
で
、歌
の
家

・
御み

こ
ひ
だ
り
け

子
左
家
を
例
に
挙
げ
て「
再
発
見
」す

る
内
容
を
含
み
ま
す
。

　

な
お
、当
館
所
蔵
の「
御
成
敗
式
目
」

は
、尊そ

ん
ち
ょ
う
ほ
っ
し
ん
の
う

朝
法
親
王
に
よ
っ
て
天
正
２
年

（
１
５
７
４
）に
筆
写
さ
れ
た
写
本
と
さ

れ
ま
す
。そ
の
根
拠
は
、奥
書
と
、付
属
す

る
極き

わ
め
ふ
だ札（
筆
跡
鑑
定
書
）に
あ
り
ま
す
。

　　

奥
書
に
は「
天
正
第
二
暦
黄
鐘
中
旬
／

東
麓
桑
門（
花
押
）書
之
」と
あ
り
、筆
写

時
期
は
天
正
２
年
11
月
中
旬
、花
押
は
、

天
台
宗
・
青
蓮
院
に
属
し
後
に
天
台
座
主

と
な
る
、書
道
に
堪
能
な
尊
朝
法
親
王
と

さ
れ
ま
す
。

　　　

極
札
に
は｢

青
蓮
院
殿
尊
朝
親
王｣

と

あ
り
、｢

了
珉｣

の
私
印
、｢

戊
辰
八｣

等
の

記
述
か
ら
、江
戸
幕
府
に
公
認
さ
れ
て

い
た
古こ

ひ
つ
み

筆
見（
筆
跡
鑑
定
家
）
で
あ
る

古こ
ひ
つ
り
ょ
う
み
ん

筆
了
珉
に
よ
っ
て
貞
享
５
年
戊
辰

（
１
６
８
８
）８
月
に
鑑
定
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

当
館
所
蔵
資
料
に
は｢

中
世
諸
家
文
書｣

と
分
類
さ
れ
た
資
料
群
が
あ
り
ま
す
。そ
の

中
で
も
最
古
の
資
料
は
、鎌
倉
時
代
の
承

久
３
年（
１
２
２
１
）10
月
８
日
の
日
付

が
あ
る「
六
波
羅
下
知
状
」で
す
。そ
の
下

知
状
に
名
を
連
ね
花
押
を
記
し
て
い
る

「
武む

さ
し
の
か
み
た
い
ら

蔵
守
平
」と
は
、後
に
鎌
倉
幕
府
三
代

執
権
と
な
る
北
条
泰
時
で
す
。

　

承
久
の
乱
後
、領
地
を
め
ぐ
る
相
論

（
訴
訟
争
い
）が
頻
発
す
る
中
、御
家
人
た

ち
の
道
理
に
立
脚
し
た
裁
判
の
規
範
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
社

会
状
況
に
対
処
す
る
べ
く
、北
条
泰
時
を

中
心
と
し
て
制
定
が
進
め
ら
れ
、貞
永
元

年（
１
２
３
２
）に
布
告
さ
れ
た
の
が「
御

成
敗
式
目
」で
す
。

【
当
館
所
蔵「
式
目
」の
奥
書
】

【
極
札
の
裏
面
】

「
御
成
敗
式
目（
貞
永
式
目
）天
正
２
年
写
本
」

当
館
所
蔵「
中
世
諸
家
文
書
」
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第
５
回 

県
立
図
書
館・公
文
書
館
共
同
展
示　

　
　
　
「
鎌
倉
再
発
見
」の
展
示
資
料
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
御
成
敗
式
目（
貞
永
式
目
）天
正
２
年
写
本
」他



え
ま
す
。

　

ま
た
、編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、「
類
聚
和

名
鈔
」「
東
鑑
」な
ど
32
点
の
文
献
を
引
用

し
て
い
る
こ
と
が
、巻
末
の「
引
用
書
目

録
」か
ら
わ
か
り
ま
す
。

　　
「
鎌
倉
日
記
」の
上
梓
後
、光
圀
は
鎌
倉

の
さ
ら
な
る
調
査
を
藩
士
河
井
恒
久
に

命
じ
ま
し
た
。そ
の
調
査
の
結
果
と
し
て

編
ま
れ
た
も
の
が「
新
編
鎌
倉
志
」で
す
。

同
書
は
、江
戸
時
代
の
鎌
倉
に
つ
い
て
の

基
本
文
献
の
一
つ
と
さ
れ
ま
す
。併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

光
圀
の
編
ん
だ
両
書
を
通
じ
て
、江
戸

時
代
の
鎌
倉
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
こ
こ
ま
で
ご
紹

介
し
た
資
料
を
展
示
し
て
い
る
県
立
図

書
館
・
公
文
書
館
合
同
展
示
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。県
立
図
書
館
と
県
立
公
文

書
館
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら
合
同
で
展

示
を
行
っ
て
お
り
、今
年
５
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。閲
覧
ス
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、直

接
手
に
取
れ
る
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る

の
が
特
徴
で
す
。
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そ
の
土
地
の
風
土
や
歴
史
を
記
し
た

資
料
を
地
誌
と
い
い
ま
す
。日
本
に
お

け
る
現
存
最
古
の
地
誌
は
、和
銅
６
年

（
７
１
３
）に
編
ま
れ
た
風
土
記
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
も
官
撰
・
私
撰
の

地
誌
が
多
く
編
ま
れ
ま
し
た
。我
々
は
、

そ
の
地
誌
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
、

往
時
の
地
域
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
こ
で
は
、水
戸
黄
門

の
編
ん
だ
地
誌
で
あ
る「
鎌
倉
日
記
」（
写

本
、当
館
所
蔵
資
料「
相
模
国
・
武
蔵
国
各

郡
文
書
」2199303396

）を
紹
介
し
ま
す
。

　

水
戸
黄
門
こ
と
第
二
代
水
戸
藩
主
徳

川
光
圀
。光
圀
が「
大
日
本
史
」の
編
纂
の

ほ
か
文
化
事
業
に
力
を
注
い
だ
人
物
で

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

の
光
圀
は
、延
宝
２
年（
１
６
７
４
）５
月

２
日
か
ら
同
月
９
日
の
８
日
間
に
わ
た

り
鎌
倉
・
江
ノ
島
・
金
沢
を
巡
り
ま
し
た
。

そ
の
時
の
見
聞
を
藩
士
吉
弘
元
常
に
著

述
さ
せ
た
も
の
が「
鎌
倉
日
記
」で
す
。

　

同
資
料
に
は
、光
圀
一
行
が
巡
っ
た

１
８
８
ヶ
所
の
名
所
旧
跡
の
情
報
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
は
現
在
伝

わ
っ
て
い
な
い
地
名
な
ど
も
あ
り
、当
時

の
鎌
倉
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
い

水
戸
黄
門
の
編
ん
だ
地
誌  

県
立
図
書
館・

　
公
文
書
館
合
同
展
示
か
ら

図
書
館・公
文
書
館

合
同
展
示
に
つ
い
て

第一回「記録に見る関東大震災
東日本大震災」

平成25年県立図書館で開催

第三回「横濱三塔物語」
平成27年県立公文書館で開催

第二回
「新幹線が拓いた半世紀」
平成26年県立図書館で開催

第四回「箱根再発見」
平成28年 県立公文書館で開催

第五回「鎌倉再発見」
平成29年1月28日〜3月31日

県立公文書館で開催中

「
引
用
書
目
録
」（「
鎌
倉
日
記 

坤
」）

当
館
所
蔵
資
料「
相
模
国
・
武
蔵
国
各
郡
文
書
」
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東
日
本
大
震
災
発
災
か
ら
１
年
、
過

去
の
震
災
を
資
料
で
振
り
返
る
。

資
料
で
綴
る
横
濱
港
に
聳
え
る
三

塔
に
ま
つ
わ
る
歴
史
物
語

開
業
50
周
年
を
迎
え
た
新
幹
線
。

そ
の
開
業
と
未
来
を
さ
ぐ
る
。

箱
根
の
魅
力
を
資
料
で
再
発
見

武
士
の
時
代
か
ら
現
在
の
観
光
地

ま
で
の
鎌
倉
の
魅
力
を
ご
紹
介
し

ま
す
。



島
を
遠
望
す
る
な
ど
、東
西
浦
賀
を
ぐ

る
っ
と
一
巡
す
る
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
こ
な
し
ま
し
た
。興
味
深
い
の
は
、

忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合
間
を
縫
っ

て
、鯐

す
ば
し
り（
ボ
ラ
の
幼
魚
）の
巻
網
漁
を
２
回

も
見
物
し
て
い
る
こ
と
で
す
。当
時
、数

え
で
18
歳
と
若
年
の
将
軍
家
茂
に
と
っ

て
、こ
の
漁
見
物
は
と
く
に
楽
し
か
っ
た

よ
う
で
、自
ら
も
手
に
網
を
持
っ
て
魚
す

く
い
に
興
じ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
浦
賀
来
訪
に
お
い
て

家
茂
は
、自
ら
の
姿
を
意
図
的
か
つ
積
極

的
に
民
衆
の
前
に
晒
し
て
い
ま
す
。八
幡

久
里
浜
村（
現
横
須
賀
市
）の
名
主
長
島

忠
左
衛
門
が
記
し
た「
御
用
日
記
」（
当
館

寄
託
） 

を
も
と
に
、そ
の
と
き
の
様
子
を

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
す
べ
て
御
通
行
筋
往
来
人
・
町
人
共
、

家
々
に
て
下
座
い
た
し
貌
を
揚
げ
尊
体

拝
見
苦
し
か
ら
ず
候
趣
、御
先
供
よ
り
仰

せ
渡
さ
れ
、皆
々
有
難
く
拝
姿
つ
か
ま
つ

り
候
な
り
」、つ
ま
り
浦
賀
の
人
々
は
、将

軍
が
通
行
す
る
と
き
に
下
座
さ
え
し
て

い
れ
ば
、顔
を
あ
げ
て
将
軍
の
姿
を
見
て

も
差
し
支
え
な
い
、と
言
い
渡
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

長
島
忠
左
衛
門
は
、家
茂
の
姿
を
自
ら

の
目
で
見
た
と
き
の
感
想
に
つ
い
て
も
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
当
暮
御
年
齢
十
八
歳
に
て
あ
ら
せ
ら

れ
、御
容
体
大
丈
夫
に
て
御
勇
猛
抜
群
、

御
威
光
御
徳
沢
の
程
有
難
く
、行
く
末
御

治
世
万
々
歳
疑
い
な
し
、諸
人
安
堵
之
思

ひ
ニ
住
し
、万
民
太
平
を
祝
ひ（
中
略
）実

に
有
難
き
御
世
の
春
、浪
風
た
た
ぬ
海
原

に
九
重
の
雲
、い
よ
い
よ
高
き
都
の
空
に

目
出
度
き
春
の
御
寿
、幾
世
か
わ
ら
ぬ
御

世
ぞ
か
し
」

　

幕
末
に
な
る
と
、幕
府
の
支
配
は
崩
壊

の
危
機
に
直
面
し
ま
す
。そ
う
し
た
な
か

で
、時
に
は
人
々
が
支
配
の
ゆ
ら
ぎ
を
肌

身
で
感
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
幕
府
は
、上
洛
と
い
う
絶
好
の
機

会
に
、若
く
勇
健
な
家
茂
の
存
在
を「
徳
川

家
支
配
の
磐
石
さ
」の
象
徴
と
し
て
巧
み

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
す
。そ
し
て
、い
ざ

家
茂
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
は
、

幕
府
の
狙
っ
た
と
お
り
家
茂
の
姿
か
ら

威
光
や
仁
徳
を
感
じ
取
り
、「
幾
世
か
わ
ら

ぬ
」徳
川
家
の「
行
く
末
万
々
歳
」、天
下
は

今
後
も
太
平
だ
、と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

確
か
に
受
け
止
め
た
の
で
す
。

　

翌
29
日
の
午
前
８
時
頃
、家
茂
一
行
は

浦
賀
を
出
港
し
、次
の
寄
港
地
下
田
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
ご
く
短
い

滞
在
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、将
軍
の
来
航

は
幕
府
の
み
な
ら
ず
浦
賀
に
と
っ
て
も

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。上
洛
終
了

後
、東
西
浦
賀
商
人
33
名
が
金
２
５
０
両

を
浦
賀
奉
行
所
に
献
上
し
た
い
と
申
し

出
て
い
ま
す
が
、そ
の
理
由
と
し
て
彼
ら

は
、家
茂
来
航
に
よ
り
浦
賀
が「
御
歩
行

の
土
地
」と
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま

す
。上
洛
に
よ
っ
て
浦
賀
は
、「
将
軍
来
訪

の
地
」と
い
う
新
た
な
由
緒
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

（
参
考
文
献　

椿
田
有
希
子『
近
世
近
代

移
行
期
の
政
治
文
化
｜「
徳
川
将
軍
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」の
歴
史
的
位
置
』校
倉
書

房
、２
０
１
４
年　

請
求
番
号G25

｜110

）
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江
戸
幕
府
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂

は
、幕
末
の
文
久
３（
１
８
６
３
）年
か

ら
翌
元
治
元（
１
８
６
４
）年
に
か
け
て

二
度
の
上
洛（
第
一
次
上
洛
・
第
二
次
上

洛
） 

を
挙
行
し
ま
し
た
。平
成
28
年
度
古

文
書
講
座
応
用
編
で
は
、第
四
回
目（
11

月
27
日
）に
、第
二
次
上
洛
で
家
茂
が
寄

港
し
た
浦
賀
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
、

く
ず
し
字
を
読
み
解
き
な
が
ら
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　

第
二
次
上
洛
は
文
久
３
年
11
月
５
日

に
発
令
さ
れ
、同
年
12
月
か
ら
翌
元
治
元

年
５
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
上
洛
で
は
、史
上
初
め
て
往
復
と
も
海

路
が
ル
ー
ト
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
の
際
に
寄
港
地
の
ひ
と
つ
に
選

ば
れ
た
の
が
、江
戸
湾
の
咽
喉
部
に
位
置

す
る
浦
賀
だ
っ
た
の
で
す
。

　

12
月
27
日
に
江
戸
を
出
発
し
た
家
茂

一
行
は
、12
月
28
日
の
午
前
９
時
頃
、蒸

気
船
で
浦
賀
に
入
港
し
ま
し
た
。こ
の
日

家
茂
は
、浦
賀
奉
行
大
久
保
忠
董
の
案
内

の
も
と
、当
時
最
先
端
の
軍
事
施
設（
館

浦
台
場
お
よ
び
軍
艦
修
復
場
）を
視
察

し
、さ
ら
に
は
愛
宕
山（
西
浦
賀
）や
明
神

山（
東
浦
賀
）に
登
っ
て
湊
内
や
房
総
半
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十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
の
浦
賀
来
航

　
　
　
　
　
―
古
文
書
講
座
で
紹
介
し
た
資
料
か
ら
―



　

当
館
で
は
、県
が
作
成
し
た
歴
史
的

に
重
要
な
文
書
や
、神
奈
川
に
関
わ
り

の
あ
る
古
文
書
、図
書
な
ど
を
収
集
、保

存
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、閲
覧
室
で
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、年

間
を
通
じ
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
資
料
を

展
示
し
、皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

◆ 

古
文
書
講
座
入
門
編
　
夏

　
　
　
　
　
　
　
　（
定
員
１
４
０
人
）

　

６
月
25
日
～
７
月
23
日
の
各
日
曜
日

　
（
全
5
回
）

◆ 

古
文
書
講
座
入
門
編
　
秋

　
　
　
　
　
　
　
　（
定
員
１
４
０
人
）

　

９
月
３
日
～
10
月
１
日
の
各
日
曜
日

　
（
全
5
回
）

◆ 

古
文
書
講
座
応
用
編

　
　
　
　
　
　
　
　（
定
員
１
４
０
人
）

　

11
月
12
日
～
12
月
10
日
の
各
日
曜
日

　
（
全
5
回
）

　

（４） 第 36 号　　　　　 　　　　　  神奈川県立　公文書館だより　 　　　　　　 平成29年3月16日発行

ー 交通の案内 ー
電車の場合  相鉄線「二俣川駅」下車、徒歩17分又は
　　　　　  相鉄バス「運転試験場循環」で「運転試験場」下車徒歩3分
車の場合　  「保土ヶ谷バイパス」本村インターから6分

　

古
文
書
関
係
の
講
座
は
、「
入
門
編
」

と「
応
用
編
」
の
２
種
類
を
開
催
し
ま

す
。初
め
て
古
文
書
を
読
む
方
か
ら
、あ

る
程
度
の
読
解
力
の
あ
る
方
ま
で
、そ

れ
ぞ
れ
の
方
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

◆ 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　（
定
員
１
０
０
人
）

　

８
月
27
日（
日
）

　

県
民
共
有
の
知
的
資
源
で
あ
る
歴
史

的
公
文
書
の
保
存
及
び
収
蔵
資
料
の
利

用
促
進
な
ど
、公
文
書
制
度
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

生
涯
学
習
講
座
　（
定
員
１
０
０
人
）

　「
神
奈
川
の
地
名
」

　

５
月
27
日（
土
）

　

県
民
に
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を
当
館

の
収
蔵
資
料
等
を
利
用
し
て
解
説
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

収
蔵
資
料
展
示

　
「
古
文
書
・
公
文
書
は
面
白
い
！
」

　

４
月
16
日（
日
）～
11
月
５
日（
日
）

【
利
用
時
間
】

　

閲
覧
室　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

会
議
室　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

【
休
館
日
】

　

月
曜
日
、国
民
の
祝
日（
月
曜
日
と
重

　

な
る
場
合
は
翌
日
）、年
末
年
始
12
月

　

28
日
～
1
月
4
日

【
利
用
方
法
】

　

閲
覧
室
に
開
架
さ
れ
て
い
る
資
料
は

自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。ま
た
、書
庫
内

の
資
料
は
受
付
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
展
示
見
学
は
、無
料
で
す
。ご
自
由
に

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
や
学
校
な
ど
各
種
団
体
の
見

学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

会
議
室
は
、施
設
利
用
予
約
シ
ス
テ

ム
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

当
館
収
蔵
資
料
の
中
か
ら
古
文
書
や

歴
史
的
公
文
書
、行
政
刊
行
物
等
を
紹

介
す
る
予
定
で
す
。

◆ 

企
画
展
示

　

企
画
展
示
は
、毎
回
テ
ー
マ
を
定
め
、

こ
れ
に
か
か
わ
り
の
あ
る
事
柄
を
当
館

収
蔵
資
料
を
活
用
し
て
紹
介
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
、実
施
期
間
な
ど
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◆ 

常
設
展
示

　
　「
公
文
書
館
の
仕
事
紹
介
」

　

４
月
16
日（
日
）～
３
月
31
日（
土
）

　

公
文
書
館
業
務
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
＊
歴
史
資
料
の
収
集
・
保
存
・
提
供

　
＊
中
間
保
管
庫
の
運
営
　
県
機
関
が

　
　
　

作
成
し
た
保
存
文
書
を
保
存
期

　
　
　

間
満
了
ま
で
保
管
し
ま
す
。

　
＊
普
及
活
動　

歴
史
資
料
の
展
示
や

　
　
　

講
座
を
実
施
し
ま
す
。

　
＊
調
査
研
究　

古
文
書
等
の
整
理
、

　
　
　

行
政
文
書
の
選
別･

保
存
、デ
ー

　
　
　

タ
べ
ー
ス
の
構
築
や
電
子
記
録

　
　
　

の
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

是
非
お
誘
い
合
せ
の
上
、ご
来
場
く

だ
さ
い
。

講
座
の
ご
案
内

展
示
の
ご
案
内

館
利
用
の
ご
案
内

公
文
書
館
の
利
用
案
内


